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１ 級 ① 

商 業 簿 記 

 

 決算整理後残高試算表 (単位：千円) 

 現 金 預 金  ( 11,905 ) 支 払 手 形 1,520  

 受 取 手 形  ( 3,400 ) 買 掛 金 4,800  

 売 掛 金   8,500  設 備 購 入 手 形 ( 856 ) 

 割 賦 売 掛 金  ( 5,850 ) 貸 倒 引 当 金 ( 472 ) 

 繰 越 商 品  ( 5,200 ) 繰 延 割 賦 売 上 利 益 ( 2,064 ) 

 建 物  ( 6,020 ) 退 職 給 付 引 当 金 ( 9,300 ) 

 備 品  ( 650 ) 資 本 金 ( 50,000 ) 

 土 地   53,000  資 本 準 備 金 ( 6,000 ) 

 そ の 他 有 価 証 券  ( 1,555 ) そ の 他 資 本 剰 余 金 ( 0 ) 

 関 係 会 社 株 式  ( 300 ) 利 益 準 備 金 ( 5,150 ) 

 前 払 利 息  ( 40 ) 任 意 積 立 金 ( 20,000 ) 

 自 己 株 式  ( 3,800 ) 繰 越 利 益 剰 余 金 ( 1,150 ) 

 仕 入  ( 24,480 ) 一 般 売 上 ( 25,000 ) 

 繰延割賦売上利益戻出  ( 1,644 ) 割 賦 売 上 ( 9,600 ) 

 販 売 費   2,500  繰延割賦売上利益戻入 ( 1,068 ) 

 一 般 管 理 費   3,000  有 価 証 券 利 息 ( 30 ) 

 棚 卸 減 耗 費  ( 340 ) 受 取 配 当 金 70  

 商 品 評 価 損  ( 480 ) その他有価証券評価差額金 ( 25 ) 

 支 払 利 息  ( 144 ) 備 品 売 却 益 ( 25 ) 

 取 戻 し 商 品  ( 80 )  (  ) 

 減 価 償 却 費  ( 1,010 )    

 退 職 給 付 費 用  ( 1,800 )    

 貸 倒 損 失  ( 450 )    

 貸 倒 引 当 金 繰 入 額  ( 450 )    

 手 形 売 却 損  ( 32 )    

 関係会社株式評価損  ( 500 )    

   (  )    

   (  )    

 

   ( 137,130 )   ( 137,130 ) 
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１ 級 ② 

会 計 学 

 

第１問 

１ 取 替 法 

２ 正 規 の 簿 記 

３ 財 務 活動 

４ 為 替 換 算 調 整 勘定 

５ 工 事 進 行 基準 

 

 

第２問 

 Ｘ１年度 Ｘ２年度 

繰延税金資産計上額   

流動資産の部 880  百万円 832  百万円 

固定資産の部 720  百万円 1,200  百万円 

繰延税金負債計上額   

流動負債の部 0  百万円 0  百万円 

固定負債の部 800  百万円 720  百万円 

法人税等調整額 800  百万円 512  百万円 

 

 

第３問 

１ 197,306     千円

２ 1,286     千円

３ 198,632     千円

４ 8,971     千円

５ 1,500     千円
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第123回簿記検定試験模範解答 

１ 級 ③ 

工 業 簿 記 

 

問１ 

 仕 掛 品 (単位：円)   

 月初仕掛品原価  ( 594,000 ) 完成品製造原価 ( 35,760,000  )  

 原 料 費  ( 12,200,000 ) 正 常 仕 損 費 ( 894,000  )  
製品勘定へ 

 直 接 労 務 費  ( 9,900,000 ) 異 常 仕 損 費 ( 447,000  )   

 製 造 間 接 費  ( 16,503,000 ) 月末仕掛品原価 ( 396,000  )   

     原 価 差 異 ( 1,700,000  )   

   ( 39,197,000 )  ( 39,197,000  )   

 

問２ 

原料数量差異 97,000 円 

作業時間差異 600,000 円 

 

問３ 

 プロダクト・ミックス変更による差異 

原料数量差異 81,000 円 

作業時間差異 123,000 円 

 

問４ 

Ａ－１とＡ－２のそれぞれに原価標準を設定した 

うえで標準原価計算を行ったと仮定した場合の月初 

仕掛品原価 

600,000 円 
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１ 級 ④ 

原 価 計 算 

第１問 

問１ 

正常仕損品 異常仕損品 合 計 

1,640   単位 2,360  単位 4,000  単位 

問２ 

前工程費に関する完成品換算総量 48,000 単位 

直接材料費Ａに関する完成品換算総量 46,000 単位 

直接材料費Ｂに関する完成品換算総量 44,000 単位 

直接材料費Ｃに関する完成品換算総量 48,000 単位 

加工費に関する完成品換算総量 43,600 単位 

問３ 

完 成 品 原 価 1,514,000   千円

月末仕掛品原価 123,860   千円

仕 損 品 原 価 144,560   千円

問４ 

正常仕損費を含まない単位原価 正常仕損費を含む単位原価 

37.85 千円 39.33 千円 

問５ 

正常仕損率を10％と設定するなら、当月の営業利益は 85,290,400  円、 

（ 増加 、 減少 ）する。（増加または減少のいずれか適切な言葉を  で囲みなさい。） 

 

第２問 

問１ 

製品Ｙ 4,000 単位 製品Ｚ 1,000 単位 

 

問２ 

月間営業利益 1,000,000 円 

 

問３ 

製品Ｚの販売単価が 3,960 円未満になると、最適セールス・ミックスは 

変化する。 

 


